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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，授業を受けた学習者全員を，また授業時間全体を対象として，学級
規模による授業中の児童の課題従事行動と，教師の児童に対する関わりの違いを検討することであった。小学校
第４学年の児童を対象に，32-35人，20人，10-15人の学級を実験的に編制し，各学級に対して同一指導案による
２時間の実験授業を実施し，ウエアラブルセンサで即時的・経時的に測定された授業中の児童の揺れの周波数
と，児童が受けた机間指導の回数を分析した結果，学級規模が大きいほど，他の児童と比べて授業中の身体運動
が逸脱する児童が多くなることと，学級規模が教師の机間指導の実施に与える寄与は比較的大きいことが示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the class-size effect on pupils' on-task behavior
 and teachers' individual instruction.  We conducted experimental lessons with organizing 32-35 
pupils large, 20 pupils medium, and 10-15 pupils small classes.  We measured all of the participated
 pupils' body movement frequency as a sort of indices of on-task behavior with using accelerometer 
embedded wearable sensors and captured the numbers of teachers individual instruction .  The results
 suggested these two  of the following.  Firstly, the larger the class size, the more off-task 
pupils increased, and the deviation of body movement frequency; one of the indices of on-task 
behavior, with reference to the whole-class trends became larger.  Secondary, class size is one of 
the attribute that teachers' individual instruction implementation.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 学級規模　課題従事行動　個別指導　実験研究
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）		

１．研究開始当初の背景	
1.1	学級規模による児童の課題従事行動の
違いの背景	
	 課題従事行動（on-task	behavior）や授業
参加（engagement）は，学力を始めとした学
校教育のアウトカムを左右すると考えられ
ている。先行研究でも，授業中に学習活動に
参加している学習者の方が学業成績が高く，
そうではない者の成績は低いことが明らか
となっている。	
	 課題従事行動や授業参加は，学習者の個人
内要因と，学習者を取り巻く環境要因の両者
の影響を受けると考えられている。環境要因
として上げられるのは様々なものが考えら
れるが，その一つに，学級規模がある。先行
研究では成績中・低位の児童生徒において，
学級規模が大きいほど課題従事行動をとる
時間が少ないことや，課題従事とはみなせな
い行動（off-task	behavior）は，小規模学
級の方が少ないことが明らかとなっている。	
	 課題従事行動と学級規模との関連が見ら
れる背景には，教師の児童生徒に対する関わ
り方に違いがあるためと考えられる。例えば，
学級規模と教師－児童生徒間相互交渉の状
況との関係を検討した先行研究では，大規模
学級と比べて小規模学級の方が，授業中の教
師－児童間相互交渉が多いことや，学習課題
に関連した内容の教師と児童のやり取りが
多いことなどが示されている。また，小規模
学級の方が授業中の個別指導の時間が多い
といった知見もある。	
	
1.2	学級規模と教師による児童に対するフ
ィードバック	
	 本研究課題に取り組むきっかけとなった，
研究代表者が科学研究費補助金（基盤研究 B）
を得て実施した研究では，授業中に教師が児
童に対して行うフィードバックは学級が小
規模である方が実施しやすく，このような学
級で過去の学力が低かった児童の後続の学
力を高める効果，すなわち学力の底上げが見
られることが明らかとなりつつある。こうい
った現象が見られるのは，小規模学級の方が
教師−児童間相互交渉が実施しやすく，ひい
てはフィードバックの実施のしやすさにつ
ながるためと考えられる。また，フィードバ
ックは特に過去の学力が低・中位の児童に対
して効果的であることが多くの先行研究で
示されていることを敷衍すると，小規模学級
の方が，特に低・中位の学力層の児童に対し
て効果的なフィードバックが実施されやす
く，長期的に見ると学力の底上げにつながる
という仮説が成立すると考えられた。	
	
1.3	授業中の教師−児童間相互交渉の把握に
関する問題	
	 授業におけるフィードバックは，先述した
通り，教師−児童間相互交渉の形態の一つと
言える。教師−児童間相互交渉の把握手法と
してはこれまで，時間見本法，事例見本法，

逐語記録法等の手法が用いられてきた。しか
し,これらの方法では観察者や評定者を児童
数分用意するか，児童数の分だけ観察や評定
を繰り返して行わない限り，教室の児童全員
について記述することは出来ない。	
	 このような問題を回避し，学習者間での差
を生じさせることなく，教室内の学習者全員
の授業時間全体の授業参加や課題従事行動
を記録に残す方法として，学習者の生体情報
を用いることは，試行する意義があると考え
られた。そこで本研究では，即時的かつ継続
的に対面状況を計測する赤外線センサと身
体運動を計測する加速度計が内蔵されたウ
エアラブルセンサを，児童全員と教師に着用
させることで，授業時間全体において教師が
どの児童に，どのくらいの頻度で，どの程度
の時間をかけてフィードバックを与えたの
かが明らかとなると考えた。	
	
1.4	当初の研究計画と研究計画の変更	
	 以上の問題を踏まえ，実際の授業における，
学級規模によるフィードバックの違いを明
らかにすることを目的とする実験授業を行
い，参加する児童全員及び教師にウエアラブ
ルセンサを着用させることで，授業時間全体
を通した児童全員と教師の状況を記録する
とともに，フィードバックの内容を観察者が
評定し，学級規模とフィードバック実施の具
体的な状況との関係を検討することを目的
とした研究を行うこととした。	
	 しかし，本研究に配分された直接経費が申
請額の半額程度であったため，上記のような
当初の目的に沿った研究を実施することが
困難となった。特に，教師が授業中に児童個
別に与えたフィードバックの内容を記録し，
その類型を複数の研究者間で協議し特定す
るためにかかるコストを支出することがで
きなくなった。	
	 また，対面コミュニケ−ションが行われる
際には，対面しかつ身体の揺れが同期すると
いう特徴を踏まえ，対面状況を計測する赤外
線センサと身体運動を計測する加速度計の
データを組み合わせることで，教師−児童間
相互交渉の記録を試みた。しかし，赤外線セ
ンサの検知範囲が角度 120°程度，距離が
2-3m であり，教室内で実施される児童個別の
フィードバックの際の教師と児童の一般的
な距離と範囲とは異なること，教師が児童に
対してフィードバックを行う際には，対面以
外にも，児童の横や後方の位置からも行われ
る。そのため，教師が児童に対して行うフィ
ードバックについては，ウエアラブルセンサ
のデータではなく，録画データを用いて，教
師が児童個別に実施した机間指導の回数に
着目することとした。	
	 ただし，研究代表者らが別に実施した研究
では，授業中の学習者の様々な行動と，これ
らに伴う身体の揺れの周波数との対応が明
らかとなっている。すなわち，筆記，挙手，
発表，話を聞く，グループワークやペアワー



クに取り組むといった，課題従事行動と見な
しうる行動にともなう身体の揺れの周波数
は 0Hz を上回ること，机を移動したり授業と
は関係なく小集団で遊んだりといった課題
従事行動とは見なせない行動にともなう周
波数は 2.5Hz を上回ることが示されている。
このように，児童の課題従事行動については，
ウエアラブルセンサに内蔵された加速度計
で計測された 3軸加速度の合成加速度によっ
て求められるゼロクロス周波数によってあ
る程度把握可能であることを踏まえ，授業中
の児童の課題従事行動について記録し，その
結果を学級規模で比較することとした。	
	
２．研究の目的	
	 以上のような問題と背景，及び研究遂行上
の課題を踏まえ，授業を受けた学習者全員を，
また授業時間全体を対象として，学級規模に
よる授業中の児童の課題従事行動と，教師の
児童に対する関わりの違いを検討すること
が本研究の目的である。この目的を達成する
ために，小学校第４学年社会科を対象に，
32-35 人，20 人，10-15 人程度の学級を実験
的に編制し，各学級に対して同一指導案によ
る 2時間の実験授業を実施し以下二つの事項
を検討する。	
	 第一に，加速度計内蔵のウエアラブルセン
サを用いて，身体の揺れにともなう周波数を
即時的・経時的に計測し，授業時間全体にお
ける児童ごとの周波数のばらつきの程度を
学級規模の大小で比較する。第二に，児童全
員のうち授業中に教師による机間指導を受
けた児童の割合の，学習集団の規模による違
いを検討するとともに，各児童が机間指導を
受ける回数の分散に対する学習集団規模等
の要因の寄与の大きさを検討する。	
	
３．研究の方法	
3.1	対象と内容	
	 国立大学教育学部附属小学校１校におけ
る第４学年の２学級を対象に実験授業を実
施した。対象教科は社会とした。対象学級の
一方（以下，１組）の児童数は 35 人，他方
（以下，２組）は 32 人であった。これらの
学級を Figure	1 の通りに再編制し，連続す
る２日間で計２時間の授業を，社会を専門研
究教科とする教諭２人が実施した。実施時期

は 2017 年２月であり，連続した２日間で行
われた。実験授業の対象単元は「くらしをさ
さえる電気」（全２時間）とし，学習内容，
指導案，単元評価規準は事前に協議して作成
した同一のものを使用した。	
	
3.2	課題従事行動の把握	
	 身体の揺れにともなう周波数を即時的・経
時的に計測するために，日立製作所ヒューマ
ンビッグデータ収集分析システムの名札型
センサ（MTD-04125N9-HT）を用いた。このセ
ンサを授業開始前から終了後まで首掛けス
トラップで各児童が着用した。このセンサに
は 3 軸加速度計が内蔵されており，これで計
測された上下・左右・前後の 3 軸加速度の合
成加速度を 50Hz でサンプリングしたゼロク
ロス周波数によって，児童の行動に伴う身体
の揺れを把握した。分析には上記システムの
基地局端末が出力した，60 秒ごとの平均周波
数を用い，実験学級ごとに各児童の各時点に
おける計測値を標準得点化し，その平均の分
布を実験学級ごとに比較した。	
	
3.3	机間指導の状況の把握	
	 対象となった全ての授業において，教室前
方と後方にビデオカメラを設置し，授業に参
加した児童全員が映り込むようにして，各授
業の開始前から終了後まで動画を撮影した。
この動画データを，教育心理学を専門とする
大学教員 2 人が視聴し，合議を行いながら各
児童が教師による机間指導を受けた回数を
計数した。	
	
４．研究成果	
4.1	結果	
4.1.1	学級規模と課題従事行動	
	 授業経過時間による各児童の身体運動周
波数の推移を学級規模別に示すと，Figure	2,	
3,	4 の通りとなった。また，実験学級ごとの

第 1 時 (1 日目) 第 2 時 (2 日目)

1 組
(35 人)

2 組
(32 人)

10 人・教師 A

20 人・教師 B

35 人・教師 A

32 人・教師 B

15 人・教師 B

20 人・教師 A

Figure 1 学習集団及び授業担当教師の割当て
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(a) 第 1時・1組・教師 A（10人学級）
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(b) 第 2時・2組・教師 B（15人学級）

Figure 2 10-15人学級の授業経過時間による各児童の身体
の揺れにともなう周波数の推移 (一部：黒色が児童，灰色が
平均)



各児童の各時点における計測値の標準得点
の平均の分布は Figure	5 の通りであった。	
	 Figure	2,	3,	4 を比較すると，学級の規模
が大きい方が，身体の揺れの周波数が学級の
平均よりも逸脱する児童が多い。また，10-15

人学級と 20 人学級で比較すると，20 人学級
において０Hz で推移する時間の長い児童が
出現する傾向が見られる。20 人学級と 32-35
人学級で比較すると，身体の揺れの周波数が
他の児童と比較して著しく高い児童が出現
する傾向が見られる。さらに，Figure	5 に示
した学級ごとの各児童の各時点における計
測値の標準得点の平均の分布では，10，15 人
学級と比べて 20 人以上の学級で標準得点が
-1 を下回る児童が，35 人学級で１以上の児
童が出現することが示された。	
	
4.1.2	学級規模と机間指導	
	 第 1，2 時の各授業において，一度以上机
間指導を受けた児童の割合を学習集団規模
別に授業時ごとに示すと Figure	6 の通りで
あった。さらに，第 1，2 時を合わせて，各
児童が机間指導を受けた回数の分散に対す
る学習集団規模，教師，児童の各要因の寄与
の大きさを検討するために分散成分を推定
した結果は，Table	1	の通りであり，机間指
導を受ける回数は教師の違いによっては変
動しないこと，学級規模要因がこの回数の分
散に対する寄与が比較的大きいことが示唆
された。	

	
4.2	考察	
	 以上の結果から，学級規模が大きいほど，
他の児童と比べて授業中の身体運動が逸脱
する児童が多くなることが示唆された。また，
課題従事行動と見なしうる行動にともなう
身体の揺れの周波数は 0Hz を上回ること，課
題従事行動とは見なせない行動にともなう
周波数は 2.5Hz を上回るという先行研究の結
果を踏まえると，以下のことが示唆されたと
言えよう。第一は，学習集団規模や学級規模
が一定以上の条件で，本研究で実施した実験
授業のような指導案に基づく一斉指導を行
った場合，身体の揺れ，すなわち動きがなく，
課題従事を含む各種行動をとっている時間
が少ない児童が出現する可能性である。第二
は，さらに学級規模が大きくなると，課題従
事行動とは言えないような大きな身体の動
きをとる児童が出現する可能性である。	
	 また，授業中に机間指導を受けた児童の割
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Figure 5 実験学級ごとの身体の揺れにともなう周波数の
標準得点の平均の分布

Table 1 机間指導を受ける回数についての分散成分の推定結果

要因 分散成分 割合
学級規模 0.288 12.4%

教師 0.000 0.0%

児童 0.129 15.7%

残差 0.547 66.5%

10
人
学
級

20
人
学
級

35
人
学
級

机間指導を受けた児童の割合

学
級
規
模

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

(a) 第 1時

15
人
学
級

20
人
学
級

32
人
学
級

机間指導を受けた児童の割合
学
級
規
模

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

(b) 第 2時

Figure 6 学級規模と机間指導を受けた児童の割合
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(a) 第 1時・2組・教師 A（35人学級）
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(b) 第 2時・1組・教師 B（32人学級）

Figure 4 32-35人学級の授業経過時間による各児童の身体
の揺れにともなう周波数の推移 (一部：黒色が児童，灰色が
平均)
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(a) 第 1時・1組・教師 B（20人学級）
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(b) 第 2時・2組・教師 A（20人学級）

Figure 3 20 人学級の授業経過時間による各児童の身体の
揺れにともなう周波数の推移 (一部：黒色が児童，灰色が
平均)



合の学級規模による違いを検討した結果，そ
の割合と学級規模との間には一定の関係は
見られなかった。しかし，各児童が机間指導
を受けた回数の分散に対する学級規模，教師，
児童の各要因の寄与の大きさを検討するた
めに分散成分を推定し，その割合を求めた結
果，児童要因が最も大きかった。これは，教
師の違いに関わらず机間指導を受けやすい
特定の児童が存在することを示していると
考えられる。一方，学級規模要因も児童要因
と同程度の割合であり，学級規模が教師の机
間指導の実施に与える寄与は比較的大きい
ことも示唆された。	
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